
令和６年度 府中町立府中中央小学校 学校自己評価表【中間評価】  

学校教育目標  

自ら伸びる 
「問い直し」を大切にして、教育活動に山場

を創り、「生きた言葉」で自覚化して、他者

と関わり協力して乗り越えていく  

経営理念  

ミッション  

ビジョン  

「学校は子どもが育つ土壌である」  （自ら伸びる意思の形成をなす土壌）  
【使  命】地域と共に児童も大人も共に成長していく機会・場を創造する学校 

【経営展望】「教師こそ最大の教育環境」を自覚し、日々の業務の充実と研鑽に励む 

 

 

ビ ジ ョ ン

（中期経営

目標）実現

に向けての

現状（進捗

状況）と今

年度の位置

付け  

本校は、この３年間、「自ら伸びる」を学校の方向目標とし、児童自身が山場を意識しながら「自ら伸びる意思」を育てていく教育活動を

創造してきた。20 年以上継続している「じまんの俳句」に加えて、特に令和４年度後半の配慮を要する児童の姿から「事案が生起した後の

対応だけでは足りない。児童自らがより良い暮らしを創っていく主体者となることの方が大切ではないか。」との当時の教師たちの課題意識

から、様々な目標が児童や教師にとって軸をもって追求しようと「はちの子の心得」の取組を中核として、暮らしの有りようを問い直しな

がら、「生きた言葉」を生み出す活動を積み上げてきた。  

さらに、令和５年度は、児童自身が山を創り、他者と協働しながら「群れ」から「集団」へ成熟していく過程を大切にした授業や行事を

創造してきた。特に最高学年の児童に対しては、全教職員が縦割り活動等での良いふるまいを価値付けるよう意識したり、地域行事へ参画

させたりと、自己有用感を得る機会を生み出すことに力を入れた。その中で、最高学年である６年生自身が本校のめざすべきリーダー像を

創っていくに至った。  

そうした中、教師は「はちの子の心得」が学校教育目標「自ら伸びる」を追求していく基軸となっていることを実感しながらも、全学年

がそれぞれの発達段階に応じて「児童自らがより良い暮らしを創っていく主体者となっているか」を問い直した時、次のことに課題が見え

てきた。すなわち、日々の暮らしの中に起こる様々な学級の問題に、児童一人一人が自分事として関わり、自分たちの問題として捉え、自

分たちで解決の道筋を見出し、自分たちでよりよい暮らしを創っていくという学級づくり・学年づくりである。この課題の問い直しを通し

て、分掌主任等が中心となり、「本校は子どもをどのような存在として見るのか」と熟考し、「子どもは発達の当事者であり、未来の大人と

して敬意を払うべき存在である」という本校の子ども観を明確にした。  

そこで、これからの３年間は、これまで培ってきた「最高学年としてのリーダー像を６年生が創り出す」という方向性のもと、「じまんの

俳句」「はちの子の心得」を中核とした教育活動を通してそこに現れてくる「子どもの姿」に、自分たちの「子ども観」を照らし合わせ、一

人一人の子どもに発達の可能性を見出しながら、学級・学年・学校での関わり合いの中で、自ら根っこを太らせていく教育を追求していく。 

学校経営の柱に係る考え方  

評価計画（中期経営目標を設定して３年目）  

Ａ 中期  

（３年間）

経営目標  

Ｂ  短期

（今年度）

経営目標  

Ｃ  目標達成のための方策  主な成熟度  
現
状 

Ｄ 評価指標 
目標値  

（％）  

Ｅ 評  価 結 果 

10 月 ２月 

達成値  評価  達成値  評価 

a 

学
習
集
団
と
し
て
成

熟
し
て
い
く
学
級
づ
く

り 

・「はちの子の心得」を軸に学

級会での話し合い活動を深化

させていく。 

・「じまんの俳句」を軸に暮ら

しの事実を価値付けようとす

る意識を高めていきながら、児

童相互に作品を評価し合うこ

とで互いの良さを認め合う関

係づくりを構築していく。 

4 段階 

児童も教師も意思を持ち、「生きた言

葉」を交流しながら問い直すことで新

たな山場が創られていく学級。 

 

 
・「学校楽しぃーと」
学級集団における
適応感 
 

・「はちの子の心得」
振り返りの記述が
学年の目指す姿を
現している 
 

 
80％ 

 
 

 
80％ 

 
 

 

87.2% 
 
 
 

87.7% 
 
 
 
 

A 
 
 
 
A 
 
 
 
 

  

「
生
き
た
言
葉
」
が

生
ま
れ
る
学
級
を

構
築
す
る
学
年
経

営 

3 段階 

児童が事実に目を向けながら「生きた

言葉」を生み出し、教師はその熱を感

じ取って価値付けを重ねている学級。 

〇 

2 段階 
「生きた言葉」で語ろうとしている児

童を教師が大切にしている学級。 
 

1 段階 教師が発言や評言を促している学級。  

ｂ  

教
師
の
目
を
磨
き
合
う
職
員

室
文
化
づ
く
り 

・協働的な学びと個別最適な学

びの一体化をめざした授業研

究 

・教員の主体性に委ねた SD 研

修 

・教員の得意を生かす教科担任

制の充実 

4 段階 

児童が学び方を調整・選択しながら自

分のタイミングで問い直しを重ね、次

の学習や生活に生かしていく授業（自

ら学びを創っている授業） 

 

 
・他者とともに学び
合う楽しさを味わ
う教師の割合 

 
・学力調査の全国平
均以上の児童 

 
 
・「学校楽しぃーと」
学習意欲 

 
90％ 
 
 
 
80％ 
 
 

 
80％ 

 
 
 

 

 
100% 
 
 
 
 -％ 
 
 

 
83.3% 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 
 
 
 
A 
 
 
 

  

「
問
い
直
し
」
の
サ
イ
ク
ル
を

意
識
し
た
授
業
を
構
築
す
る

研
究
推
進 

3 段階 

学びのねらいに沿って児童が自分の思

いや考えを自由に表現し高まり合う授

業（教師が児童に学びを託す授業） 

 

2 段階 

児童の意欲を喚起する教材で授業に驚

きをもたせ、児童相互が問いを深めて

いる授業（教師の思いがある授業） 

〇 

1 段階 
教師の発問によって児童が答えを探し

出している授業（教科書に沿った授業） 
 

ｃ 
前
学
年
か
ら
引
き
継
が
れ

た
可
能
性
を
現
学
年
で
伸
ば

す
行
事
づ
く
り 

・リーダー育成とともに人と関

わる喜びを経験する縦割り活

動（異年齢交流） 

 

・中学校の自治活動を見据えた

児童会行事 

 

・取り組み方を児童に委ねた学

校行事 

4 段階 

各種活動や行事を自らの殻をやぶり自

らを成長させていく山場ととらえ、次

の活動に生かしている。 

 

 

・「学校楽しぃーと」

自己肯定感 

 

・「はちの子の心得」

振り返りの記述が

自己の目指す姿を

現わしている。 

 
80％ 

 
 
 
80％ 
 
 

78.1% 
 
 
 
94％ 
 
 
 
 

 
A 
 
 
 
A 
 
 
 
 
 

  

自
己
認
識
を
問
い
直

す
行
事
の
創
造 

3 段階 
自分の強みや弱みを認識し、自ら選択

した役割をやり遂げている。 
〇 

2 段階 
各種活動や行事に、相手の気持ちや立

場を理解し協力して参加している。 
 

1 段階 
各種活動や行事にまじめに参加してい

る。 
 

ｄ  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル 

活
動
の
充
実 

・地域とともにある教育活動を

全学年設定（カリキュラム・マ

ネジメント） 

・保護者と教師が共に学び合う

機会の創造 

・コミュニティ・スクールを核

とした地域行事の創造 

4 段階 
大人も児童も地域の一員として、地域

に愛着や誇りをもつ状態。 
 

 

・教育活動の満足度

（保護者アンケー

ト） 

 

・大人が集う活動の

満足度（地域アン

ケート） 

 
 

 
85% 

 
 
 
 
 
70% 

 
 
93.2% 

 
 
 
 

 
89% 

 
 

A 
 
 
 
 
 
A 
 

 
 

 

 

児
童
や
大
人
の
集
い
が
充

実
す
る
環
境
づ
く
り 

3 段階 

大人も児童も地域の一員として学校行

事や地域行事を通して関わり合い、学

び合う状態。 

○ 

2 段階 

保護者や地域が「自分に何かできるこ

とはないか」と当事者意識をもち、活

動に参加している状態。 

 

1 段階 

保護者や地域が各種たより等を見てサ

ポーター活動に参加し、学校の様子を

知る状態。 

 

a「生きた言葉」が生ま

れる学級・学年経営   

（学級・学年経営力） 

学級・学年づくりが「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、「その子が出来事を通して仲間とどのように出会い、どのよう関わ

ろうとしているか」、「その子は、本当はどのように育ちたがっているか（児童のねがい）」という教師の目の向け方が大切である。この教師

の向け方が、児童に「自分たち一人一人がより良い暮らしを創っていく主体者である」ことを意識付け、児童自身が学級の山場を創っていく

と考える。そこで、中核の取組である「じまんの俳句」や「はちの子の心得」を中心に児童一人一人から紡ぎ出される「生きた言葉」を手掛

かりに「その子が出来事を通して仲間とどのように出会い、どのように関わろうとしているか」「その子は、本当はどのように育ちたがって

いるのか」を問い直し、学級が学習集団として成熟していく学級づくりの在り方を追求する。  

b「問い直し」のサイク

ルを意識した授業づく

り（教師の授業力） 

学びの創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、「自分たちで自分たちの学びを生み出そうとしている」姿や「自ら考え出

そうとしている」姿に「発達の可能性」を見出していく教師の目が大切である。そこで、教師が「教えること」を児童に少しずつ委ね、児童

の可能性を見出すことで、児童一人一人が、仲間とともに「問い直しのサイクル」を回し、自己選択・自己決定しながら学ぶ楽しさを得てい

ける授業づくりを追求する。 

c 自己認識を問い直す

行事づくり（児童自治） 

行事の創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、日々の係（委員会）活動や各種行事の中で、失敗したり、自分の思う通り

にできなかったりと、自分を問い直さざるを得ない状況でこそ「自らの殻をやぶり、自らを成長させたい」との切実な願いが醸成されていく、

この過程をいかに経験するかが大切であると考える。教師には、「今この児童がどう取り組み、どこにこの児童の主体を確立していく可能性

があるか」と児童一人一人が経験しようとしている中に、一人一人のもつ良さや「発達の可能性」を見出していく教師の目が切実に問い直さ

れる。そこで、各種活動や行事を通して、児童が「自らの殻をやぶり、自らを成長させたい」との願いの醸成に、教師の目が働いているかを

問い直し、本校のリーダー像を６年生が創り出す姿を下学年が手本としつつ、前学年から引き継がれた可能性を、現学年が受け取り、伸ばし

ていく行事づくりを追求する。  

d 児童や大人の集いが

充 実 す る 環 境 づ く り       

（地域との協働） 

環境の創造が「自ら伸びる意思」の形成につながっていくには、児童を取り巻く大人たちが、互いにつながりながら共に成長していく土壌

を創り出すことが大切である。そのためには、PTA 活動を子どもの育ちを中心とした「保護者と教師の学習機会」として再構築しながら、保

護者は「わが子」を「わが子たち」の関わりの中で見ていけるように、教師も「この子」を「この子たち」の関わりの中で見ていくよう、共

に問い直しをしていく。また、学校にとって「地域の皆さんがいてくれてよかった」と思える活動に留まるのではなく、地域の皆さんにとっ

て「府中中央小があってよかった」と思ってもらえる場・機会の有りようを追求する。 



評価基準…Ａ：目標達成（９５％～１００％）Ｂ：おおむね達成（８０％～９４％）Ｃ：もう少し（６０％～７９％）Ｄ：できていない（５９％以下）  
       目標値を１００％として、達成率を計算する。「例 目標値８５％→アンケート結果９２％  →目標値を超えているので評価はＡ」  
 
 
 
 
 

Ｆ 結果の分析・解釈・変容（中間 １０月）  

a 

〇「はちの子の心得」を軸に学級会で

自分たちの目指す姿や振り返りを話し

合う活動が定着した。 

４・５・６年生では、自分たちのく

らしの事実に目を向け、今後どんな姿

を目指したいのかを個や学級・学年で

表現させ、教師が価値づける場面を意

図的に仕組むことができるようになっ

ている。 

〇学級集団への適応感の向上は、以下

のような取組や結果の成果だととらえ

ている。 

①  学級活動と道徳を組み合わせて、

自分の思いを表現したり、友達の

思いを受け止めたりする活動を

学期初めに行う。道徳参観日の中

で、保護者とも共有する。 

②  代表委員会でバスケットゴール

の使い方のルールを事実と願い

を基に変えていく。 

③  保健室利用者数の変容 

 倦怠感 情緒不安 計 

R5.9 月 24 人 30 人 54 人 

R6.9 月 9 人 17 人 26 人 

 ④ 1 年生スタートカリキュラムを

4 月に続き、9 月も実施。自分で

選んだ遊びで 1 日をスタートさ

せる。その遊びの中に 2 学期の

学習材を上手く織り込む。 

●学級集団における適応感について

は、学級差（肯定的評価 73%―99%）や

個人差に目を向け、教師が目指す姿に

当てはめようとするのではなく、個の

伸びを語れるように見とる目を磨き続

けたい。 

 

〇俳句タイム 
「じまんの俳句」では、年度当初に教

師用の「ミニ俳句講座」を開き、俳句

作りの指導について学ぶことができ

た。児童にも同様の講座を開き、俳句

作りのポイントや意欲を喚起させるこ

とができた。また、俳句を作るだけで

留まらず、友達の一句から情景を思い

浮かべたり、自分なら○○すると考え

たりすることができた。今年度は、俳

句タイムを設けた（５月運動会予備

日・６月毎週月曜日・７月俳句週間・

９月俳句週間）。俳句タイムがあるこ

とで、普段俳句作りに取り組みにくい

児童も意欲的に取り組むことができ

た。写真で一言も在籍学級の写真を活

用することで、自分事として取り組む

ことができた。７月と９月には、句会

を設け、児童同士で相互評価させるこ

とで、俳句作りの意識が高まり、俳句

の言葉の見方や考え方を広げることが

できた。  

b 

〇教師同士が学び合う職員室文化を

つくるために、今年度は研究に関わ

る「研究通信」を週に１・２回発行

してきた。公開授業や部会の研修、

SD研修のみで自己研鑽を済ませるの

ではなく、授業提案者が授業のねら

いや意図、目指したい児童の姿を「生

きた言葉」で語ることができた。若

手の教員がミドルやベテランの教室

や学習・生徒指導の方法を参考にし、

自分なりに実践する様子も見られ

た。  
〇昨年度から全校で学期に１回程度

自由進度学習（本校ではマイプラン

学習と呼んでいる）を実施してきた。

マイプラン学習の手法については、

指導者・児童も慣れてきたが、マイ

プラン学習を通してどんな姿を目指

すのか、何をねらうのか、どのよう

に見取るのかが課題であった。今年

度は、昨年度に引き続き、抽出児童

を数人選び、その児童に合った支

援・指導をするためにはどうするべ

きかを協議・研修を重ねてきた。  
 今年度は、教師の「見取る力」を

高めるために、公開授業の前には、

児童のどんな姿を見取るのか、価値

付けていくのかを共有し、そのため

にはどんな手立てが必要なのかを協

議することができた。  
〇マイプラン学習の学びを生かし、

一斉学習の中でも、自己決定・自己

選択する場面につなげる授業づくり

ができるようになってきた。  
〇●「見取る力」については、教師の

間でも意識が芽生え、価値付ける場

面も多く見られるようになった。し

かし、「マイプラン学習」において

は、座席表を活用し、「見取る」こ

とを大切にしている教師は増えてき

たが、一斉授業でも個別最適で協働

的な学びの一体化を図るためにも普

段から「見取る力」を高めていかな

ければならない。  
〇●部会の横のつながりを意識して、

指導案には「学校楽しぃーと」の指

標を取り入れ、授業前と授業後で児

童にどのような変容が見られるか客

観的なデータを得られることができ

た。公開授業を行った全学級が行っ

ているわけではないため、学力の伸

びだけでなく非認知能力の部分も高

められたのかを検証していく必要が

ある。  
●特別支援の視点を用いた個別最適

な学びの専門性を高めていく必要が

ある。  
〇夏季休業中の研修では、上記の課

題も踏まえ、児童が自分自身で学び

を進められるように、抽出児童を想

定した支援グッズを各学年が作成

し、交流することができた。各学年

で交流することで、他学年でも授業

の中で取り入れることができ、縦の

つながりを意識した指導にもつなが

った。  
〇SD 研修では、SD 研修推進リーダー

が中心となり、特に若手教員の指導

力の向上を目指して実施することが

できた。教員に取ったアンケートで

も、満足度は 77％で、「教育書には

載っていない専門的な知識や技能を

知ることができ、普段の生活に生か

すことができた。」という意見も見

られた。また、研究部だけでなく、

ベテランやミドルの教員にも協力を

仰ぎ、ベテランやミドルから若手教

員へ指導技術のバトンを渡すことが

できた。  
 

 

ｃ 
〇「学校楽しぃーと」の自己肯定感の

４項目の中で、「ほかの人から好かれ

ている方だと思う」の項目のみ数値が

低い。「ほかの人から好かれる」とい

う感覚が、自己肯定感と合っているの

かを考える必要がある。 

〇「学校楽しぃーと」の自己肯定感の

全項目において、低学年の数値が高く

なっている。高学年になるにつれ、周

囲との関わりの中でメタ認知できる

ようになるからではないかと考えら

れる。自分自身を見つめる力が付くこ

とにより、自己肯定感をもちにくい状

況があるといえる。しかし、それが一

概に良くないこととは言えない。万能

感から、自分の良さに気付き、自分を

肯定する力を付けさせていきたい。  

〇昨年度の自己肯定感の全項目の数

値は 77.5→77.3→77.0 と徐々に下が

っていったのに対し、今年度は 77.1

→78.1 と上がっている。今年度の取組

として、全ての活動において児童が主

体的に関わっていくことができるよ

うに、取組を児童に委ねていくように

したり、話し合い活動を充実させ、児

童自身が合意形成をしながら自分達

の暮らしを創っていけるようにした

りした。また、縦割り活動での学年の

めあてを立てたことで、教室でも班活

動のなかでも先生方が声かけをし、毎

日の縦割り掃除や縦割り遊びで自分

のめざす姿を意識することができた。

１年生はスタートカリキュラムに取

り組み、夏休み明けにも楽しみをもっ

て学校に来ることができた。SST と道

徳科授業を組み合わせた道徳教育プ

ログラムに取り組み、温かい道徳的雰

囲気の中で思いやりや共感を育成し

ていった。１学期に行った運動会で

は、実行委員を中心とし、児童主体の

活動になるように取組を行った。全校

児童が集まり、高学年の姿を見て、自

分達もそんな高学年になりたいとい

う思いをもつ児童もいた。また、希望

者を中心にラジオ体操にも全校児童

で取り組んだ。希望した６年生や体育

委員をリーダーとして、休憩時間等も

練習を行った。また、地域の方に指導

していただくことで、学校と地域が連

携を取りながら進めることができた。

これらの様々な取組が合わさり、自己

肯定感の全体の数値が上がることに

つながったのではないかと考える。  

●自己肯定感を高める取組を進める

ためにも、自己肯定感の捉え方を問い

直す必要がある。基本的自尊感情を高

めることを意識した教師の評価が必

要である。 

●特性のある児童がいる中で、多様性

の中で子どもを育てる視点をもって

教育活動を進めていかなければなら

ない。子どもに主体性をもたせていく

ためにも、失敗を許容する風土を育て

ていきたい。 

ｄ 

〇地域と教育課程のカリマネを

行うことで１年間の見通しをも

った計画ができ、各学年サポー

ターの募集がスムーズにでき

た。これまで、CS 発信が多かっ

たが各学年からの連携・協力要

請があり、双方向性のある教育

活動ができつつある。特に４年

生の総合的な学習の時間「1000

人プロジェクト」では、中央小

の歴史を知っている地域の人々

や Sweet やベルママなどの団体

と交流が深まっている。 

〇企業からの申し出もあり、ベ

ルマーク委員会の活動に工夫が

見られ、主体的に異学年児童が

集まったり、調整したりするし

など社会参画への意識が高まっ

た。 

〇夏休みの活動として、夏休み

塾では、親子枠を新たに設け、

107 名（内サポーター37 名）の

参加があり、緑ヶ丘中学校、安

芸府中高等学校、大学生などの

協力を得ることができた。夏祭

りでは、地域の盆踊りを掘り起

こし、盆踊り練習には 77 名の参

加があり、低学年を中心に地域

の踊りに込められた願いや感謝

の気持ちに触れることができ

た。当日は、町内会、教職員、

南小 CS、緑中 CS、盆踊り保存会、

安芸府中太鼓 かっぽ連ひびき

会等の各種団体が運営に携わ

り、中央小 CS を核とした地域行

事の活性化を図ることができ

た。多くの児童も参加し、地域

の行事を楽しむ姿が見られた。  

〇PTA や CS が校内研修に参加す

るようになり、教師とは違った

視点でのアプローチがあり、研

修内容や研究内容の質的向上を

図ることができている。 

〇学校で、毎月のびぃカフェ相

談会を開催したり、各学年の懇

談会にチームくすのきによる

「『親の力』をまなびあう学習プ

ログラム」講座を開催したりす

ることで保護者の悩みや困りご

とを相談できる場の工夫と家庭

教育応援が充実しつつある。 



 
 
 

 

 

Ｇ 改善方策案  

ａ 

〇後期は、進級・進学に向けてどんな

姿を目指すのかを問い直していく。個

人・学級・学年の事実（良い点・反省

点）を学校行事や各取組と結び付け、

話し合いを重ねる。 

〇教師として個や学級の伸びを語れ

るよう「伸び」を見とる目を磨き続け

るため、学年会や分掌部で「語る」こ

とを意識する。 

〇学級代表の句を選ぶ活動を通して、

今年度学級会で取り組んでいる合意形

成を図る基礎につなげることができ

た。お互いの良さを認め合う、自己肯

定感を高めることにつなげられるよう

に句会の形だけで終わらないように価

値付けていく。  
〇自由投句以外の俳句作りにおいて

も、指導資料を準備したり優れた作品

を紹介したりして、学級担任の指導の

一助となるようにする。  

ｂ 
〇公開授業の前には、授業の中で「児

童にどんな力をつけたいのか」、「ど

んな姿が見られればよいのか」を共

有したうえで、授業を参観する。参

観者の授業を見る目を高め、教師が

適切に価値付けているかを協議でき

るようにする。さらには、環境の整

備にも目を向け、児童の姿からどん

な手立てが必要であったかも協議で

きるようにしていく。  

〇今後の全体研修（１年・２年・６

年）においても、個別最適な学びを

すすめるため、特別支援学級担任や

特別支援 CO に事前に児童の見取り

や支援の在り方について相談し、授

業を創っていく。  

〇夏季休業中に実施した研修が、研

修のまま終わらないように、抽出児

童を想定した支援グッズにより、児

童にどのような変容が見られたのか

語れるように見取っていく。年度末

の研修において、各学年から本年度

の実践の交流を行い、次年度にもつ

なげていく。  

〇SD 研修では、上半期に取ったアン

ケートを基に、教員の必要感に応じ

た研修を仕組んでいく。また、研究

に関わる研修も研究部だけでなく、

ベテラン・ミドルの教員と協力して

進めていけるように計画を立て実施

する。  

〇SD 研修だからこそ出来る、自由度

の高い内容も取り入れ、日頃学べな

い、教科外のことについても研修を

行い、充実度・満足度を高める。ま

た、満足感を高めることだけでなく、

教師の仕事の魅力も伝えていきた

い。 

ｃ 

〇価値づけの方法を、他者との比較

ではなく、個々の良さに目を向け、

基本的自尊感情の向上を意識した視

点で行っていく。 

〇行事のねらいを明確にし、めあて

と個々の特性も含めた児童の姿で問

い直しをしていく。 

〇個々の児童に応じ、個別最適な学

びとなるように、支援の方法を一律

にせず、ゴールの姿も幅をもたせて

いく教師の目が必要だと考える。 

〇主体性をもった行事等の運営にし

ていくためにも、リーダーとなる児

童の考えを支えながら、挑戦と失敗

を許容した取組を行っていきたい。 

〇SST と道徳科授業を組み合わせた道

徳教育プログラムに取り組み、温かい

道徳的雰囲気を醸成していくととも

に、道徳科を日常に生かしていく。 

ｄ 

〇高学年を中心に地域行事への

ボランティア活動参加が見られ

るようになったので今後は、下

級生や次に繋げる意識付けをし

ながら活動を促していく。 

〇PTA と CS が協働する際には、

PTA の意識が CS のお手伝いに

とどまらないよう学校がリー

ダーシップを発揮する。 

〇地域ぐるみの防災教育につ

いて検討していく。 

○日頃の活動以外でも各団体

のリーダー交流会を開催する

など顔の見える関係を築き、信

頼関係を構築する。 

学校の大きな方向性に照らして（問い直し） 

本年度の大きな方向性として最も重要なことは、「日々の暮らしの中に起こる様々な学級の問題に、児童一人一人が自分事として関わり、自分

たちの問題として捉え、自分たちで解決の道筋を見出し、自分たちでよりよい暮らしを創っていくという学級づくり・学年づくり」という課題

の問い直しを通して、「子どもは発達の当事者であり、未来の大人として敬意を払うべき存在である」という本校の子ども観（本校は子どもをど

のような存在として見るのか）を明確にしたことである。  

学校の課題に取り組む中で、若手教師に対してベテラン教師が寄り添い、ともに課題解決に向かい、一人一人が学校の課題を自分事として捉

えることのできる教職員集団に育ってきている。そうした教職員集団に支えられて、教師は児童に眼差しを向け、日常的に肯定的な言葉がけを

行うことよって、自らの成長に気付くことのできる児童が増えてきた。また、自分の「生きた言葉」で語る高学年児童に低学年児童が憧れ、そ

れを手本とする学校の文化が育ってきている。しかし、同時に、子ども観を明確にしたことによって、「教師が目指す姿を児童にあてはめようと

しているのではないか」という課題も見えてきた。この課題は、本校が求める「（教育活動の中に）一人一人の子どもに発達の可能性を見出しな

がら、学級・学年・学校での関わり合いの中で、自らの根っこを太らせていく教育」をねらっていくための本質的な問題であり、これが見えて

きたことが、最も重要な学校経営上の成果である。  

今年度後半は、日々の教育活動を通して、「教師が目指す姿を児童にあてはめようとしているのではないか」を問い直して、来年度の課題生成

につなげていく。  


